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い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
自
分
や

家
族
が
受
け
る
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か

ら
次
の
こ
と
を
家
族
で
話
し
合

い
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
屋
の
危
険
個
所
を
修
復
し

た
り
強
化
し
た
り
し
て
お
く

○
た
ん
す
や
本
棚
な
ど
の
家
具

は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
固
定
し
て
お
く

○
災
害
時
の
持
ち
出
し
品
の
チ

ェ
ッ
ク
を
適
時
行
い
、
入
れ

替
え
や
補
充
を
し
て
お
く

○
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難

場
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
確

認
し
て
お
く

「
自
主
防
災
組
織
」
と
は
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
自
治
会
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
の
防
災
活
動
に
取

り
組
む
組
織
を
い
い
ま
す
。

組
織
の
活
動
は
、
主
に
防
災

訓
練
や
、
防
火
用
資
機
材
の
点

検
な
ど
の
予
防
活
動
と
、
災
害

時
に
火
災
の
初
期
消
火
や
避
難

誘
導
な
ど
を
す
る
活
動
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
被

害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
に
と

て
も
重
要
で
効
果
的
な
も
の
で

す
。ま

だ
、
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
な
い
地
域
の
皆
さ
ん

は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構

え
で
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

災害時は皆さんの助け合いが大切です

市では、昭和56年以前に建築さ
れた木造住宅を対象に無料耐震相
談を実施します。
○とき　９月３日（土）午前９時
30分～午後4時

○ところ　市公民館2階会議室
○相談員　神奈川県建築士事務所
協会　座間支部会員

○定員　12人（先着順・時間予約制）
○持ち物　確認申請などの図面（略図でも可）、建
物状況が分かる写真など

○申込方法　８月30日（火）までに電話で担当へ
※次回の相談は、平成18年２月に東地区文化センタ
ーで予定しています。
※市では建物の耐震診断について、電話や訪問など
による個別の勧誘はしていません。
担当 建築・住宅課

�046（252）7396 �046（255）3550

○とき　９月
９日（金）
午前９時～
正午（午前
８時50分～
受け付け）

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）ミーティングルーム

○内容　応急手当の重要性、心臓
マッサージ、人工呼吸法、自動
体外式除細動器（AED）の操
作修得など

○持ち物　筆記用具
○定員　20人（先着順）
○申込方法　電話で担当へ
担当 消防管理課

�046（256）2211
�046（256）2215

地
震
や
台
風
と
い
っ
た
自
然
災
害
は
、
わ
た
し
た
ち
の
平
穏
な
生
活
に
突
然

襲
い
掛
か
り
、
大
切
な
生
命
や
財
産
を
奪
う
な
ど
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。市

で
は
、
こ
う
し
た
災
害
の
発
生
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
備
蓄
資
機
材

の
整
備
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
非
常
用
飲
料
水
の
確
保
な
ど
、
積
極
的
な

防
災
対
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
災
害
を
他
人
ご
と
と
考
え
ず
、
災
害
に
備
え
て
家
族
で
話
し
合

っ
た
り
、
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

担
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安
全
対
策
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去る７月24日、入谷小学校において「第10回市消防団消防操法大会」が開催されました。この大会は、
消防団員の士気の高揚と団体活動の能力強化、強固な消防精神の養成と操法技術の向上を目的に、隔年
で実施されているものです。
競技は、小型ポンプ操法とポンプ車操法で、市内五つの分団16部の消防団から競技ごとにそれぞれ８

チームずつが出場し、操法演技を競い合いました。
なお、「速さ、正確さ、節度」などを総合的に審査した結果、次

の消防団が表彰を受けました。

★小型ポンプ操法の部
最優秀賞　第２分団第３部
優秀賞　　第３分団第５部
優良賞　　第５分団第２部

担当 消防総務課　�046（256）2211 �046（256）2215

東海地震や南関東地震などの大
規模な地震を想定した、総合防災
訓練を実施します。市民の皆さん
の参加や見学をお待ちしています。
○とき　８月27日(土)午前９時～
11時30分

○ところ　ひばりが丘小学校校庭
○内容　消火訓練、人命救助、避難誘導、避難所開
設、給水訓練など

※防災行政無線（同報無線）で、栗原、さがみ野、
東原、ひばりが丘地区へ午前８時50分に予告放送を
した後、午前９時に訓練開始のサイレンを鳴らしま
すので、実際の災害と間違えのないようにご注意く
ださい。
担当 安全対策課

�046（252）7395 �046（252）7773

★ポンプ車操法の部
最優秀賞　第５分団第１部
優秀賞　　第３分団第２部
優良賞　　第３分団第４部

総合防災訓練を実施します 
見事な操法演技を披露！�
第１０回市消防団消防操法大会�第１０回市消防団消防操法大会�第１０回市消防団消防操法大会�

普通救命講習会�木造住宅無料耐震相談�木造住宅無料耐震相談�
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9月から平成18年2月までの毎週金曜日、試行的に一部窓口を午後8時まで開庁し、
各種証明書の発行や転入転出届などの受け付けを行ないます。

問い合わせ先 戸籍住民課
�046（252）8083 �046（255）3550
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市
で
は
、
第
三
次
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
く
行
政
改
革
実
行

計
画
に
沿
っ
て
、
行
政
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
第
三
次
行
政

改
革
大
綱
と
は
「
将
来
を
展
望

し
た
地
方
分
権
型
の
行
財
政
運

営
の
推
進
」「
市
民
と
協
力
し

て
進
め
る
市
政
の
確
立
」「
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
」
の
三
つ
を
基
本

方
針
に
、
十
七
項
目
の
重
点
改

革
改
善
事
項
を
掲
げ
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま

で
の
行
政
改
革
の
理
念
と
進
む

べ
き
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

す
。ま

た
、
こ
の
第
三
次
行
政
改

革
大
綱
の
基
本
方
針
と
重
点
改

革
改
善
事
項
に
基
づ
い
た
行
政

改
革
実
行
計
画
で
は
、
三
年
間

の
計
画
と
そ
の
間
の
改
革
改
善

目
標
額
を
掲
げ
つ
つ
、
急
激
に

変
動
す
る
社
会
経
済
情
勢
に
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
、
年
度
ご

と
に
改
革
改
善
項
目
の
追
加
や

見
直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
改
革
改
善
項
目
は
、

各
課
で
個
別
に
取
り
組
む
ほ

か
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
必

要
と
す
る
項
目
や
政
策
的
な
重

要
課
題
と
な
る
項
目
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ら
を
専
門
に
調
査
研

究
す
る
改
革
改
善
専
門
部
会
を

必
要
に
応
じ
て
組
織
し
て
、
効

果
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
は
、
行
政
改

革
実
行
計
画
に
基
づ
く
五
十
九

件
の
具
体
的
な
改
革
改
善
項
目

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
完
了
ま

た
は
実
施
で
き
た
改
革
改
善
項

目
は
四
十
一
件
で
、
こ
の
う
ち

二
十
二
件
の
改
革
改
善
項
目
に

お
い
て
合
計
三
億
六
十
八
万
八

千
円
の
経
費
を
削
減
で
き
ま
し

た
（
表
１
参
照
）。

経
費
の
削
減
が
で
き
た
主
な

取
り
組
み
内
容
は
、
旅
費
日
当

の
見
直
し
、
市
債
務
の
解
消
（
繰

上
げ
償
還
な
ど
に
よ
る
利
子
の

軽
減
）、
市
税
等
収
納
向
上
の

推
進
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
削

減
、
補
助
金
等
の
見
直
し
、
職

員
数
を
適
正
に
管
理
す
る
定
員

管
理
計
画
の
策
定
な
ど
で
す
。

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
少
子
・
高
齢
社
会
の
進
行
や
防
犯
・
防
災
対
策
、
環
境
へ
の
対
応
な
ど
の
問
題
が
顕
著
化
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
迅
速
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
で
は
平
成
十
三
年
二
月
に
「
第
三
次
座
間
市
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
そ
の
大
綱
に
基
づ
く
「
行
政
改
革
実
行
計
画
」
に
沿
っ
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
行
政
改
革
を
着
実

に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
行
政
改
革
審
議
会
（
清
水
完
至
会
長
）
の
審
議
を
経
て
、
平
成
十
六
年
度
行
政
改
革
実
行
計
画
の
取
り
組
み
結
果
と
、

平
成
十
七
年
度
行
政
改
革
実
行
計
画
の
内
容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

行
政
改
革
推
進
課
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平
成
十
七
年
度
の
行
政
改
革

実
行
計
画
で
は
、
五
十
三
件
の

改
革
改
善
項
目
を
定
め
、
五
億

九
千
五
十
五
万
六
千
円
の
経
費

削
減
を
目
標
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
（
表
２
参
照
）。

な
お
、
平
成
十
七
年
度
行
政

改
革
実
行
計
画
の
主
な
取
り
組

み
内
容
は
、
収
納
・
滞
納
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
市
税
・
国

平成16年度重点改革改善事項別進ちょく状況�表１�

事務事業の合理的・効率的な見直し�

民間活力の導入�

行政サービスの充実�

行政評価システムの導入�

職員の能力開発などの推進�

広域行政への対応�

責任領域と役割分担の見直し�
複雑多様化する市民ニーズに即応する�
施策の推進�
市民参加による市政の推進�

行政手続きの適正化�

環境保全の推進�

財政運営の効率化・健全化�

財政基盤の強化�

企業会計手法の導入�

時代に即応した組織・機構の見直し�

公社等外郭団体の効率的運営および改善�

定員管理、給与制度の適正化�

12�

５�

６�

１�

３�

１�

２�

５�

６�

０�

４�

５�

４�

１�

１�

２�

１�

59

２�

０�

２�

０�

１�

０�

１�

１�

３�

０�

０�

０�

０�

０�

１�

０�

０�

11

６�

３�

１�

１�

１�

０�

１�

２�

１�

０�

４�

５�

３�

０�

０�

１�

１�

30

４�

２�

３�

０�

１�

１�

０�

２�

２�

０�

０�

０�

１�

１�

０�

１�

０�

18

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

94,937千円�

1,074千円�

208千円�

�

�

�

1,160千円�

786千円�

174千円�

�

56,674千円�

△19,775千円�

71,148千円�

�

�

�

94,302千円�

300,688千円�

基本方針�

将
来
を
展
望
し
た�

地
方
分
権
型
の�

行
財
政
運
営
の
推
進�

市
民
と
協
力
し
て�

進
め
る
市
政
の
確
立�

簡
素
で
効
率
的
な�

行
財
政
シ
ス
テ
ム
の�

再
構
築�

重点改革改善事項�

進ちょく状況�改革改善�
項目数�

進ちょく別件数�
効 果 額�

完了�実施中�検討中�未着手�

16年度合計�

民
健
康
保
険
税
の
収
納
代
行
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
新
た
な

人
事
管
理
制
度
の
導
入
、
子
育

て
支
援
事
業
の
充
実
な
ど
で
す

（
表
２
参
照
）。

今
年
度
で
第
三
次
座
間
市
行

政
改
革
大
綱
は
完
了
し
、
来
年

度
か
ら
は
第
四
次
座
間
市
行
政

改
革
大
綱
が
そ
の
役
目
を
引
き

継
ぎ
ま
す
。
第
四
次
座
間
市
行

政
改
革
大
綱
や
行
政
改
革
実
行

計
画
は
、
今
後
、
市
行
政
改
革

審
議
会
が
答
申
や
審
議
を
し
て

い
く
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
や
提
案
を
受
け
な
が

ら
策
定
し
て
い
き
ま
す
（
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
提
言

の
受
け
付
け
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
本
紙
八
月
一
日
号
四
面
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）。
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
行
政
改
革

を
今
後
も
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成17年度行政改革実行計画�表２�

市単独事業を中心とした扶助費の精査および適正化、文書管理シ
ステムの導入、情報公開事務の電子化推進、旅費の支払方法の見
直し、収納・滞納管理システムの構築、効率的な情報伝達システ
ムの構築ほか�

放置自転車対策の推進、公共施設の運営のあり方、公営住宅の民
活利用の推進、郵便差出業務の見直しほか�

学校給食のあり方、資産税証明書（過年度分）発行事務の見直し、
高齢社会に向けた救急業務の高度化の推進、市税・国民健康保険
税の収納代行窓口サービスの充実ほか�

行政評価システムの推進�

地方分権時代に即応し得る職員研修の強化、新たな人事管理制度
の導入�

協働のまちづくりの推進へ向けての行政の守備範囲の見直し�

公共施設などのバリアフリー化の推進、コミュニティバスの導入、
子育て支援事業の充実、公立保育園に関する調査研究�

住居表示の実施に伴う住民参加、地区計画と建築協定の推進、市
民参加の推進、景観計画事業の推進�

ISO14001（環境マネジメントシステム）の拡充、地球温暖化対
策の効率的な推進、ごみ減量化とリサイクル化、公園・広場の整
備と緑化の推進�

経常的経費の削減、市債務の解消、庁用車台数の適正化と軽自動
車化、市有地の有効利用の推進、公共工事のコスト削減など�

市税等収納向上の推進、使用料・手数料等受益者負担の適正化、
自主財源の強化および依存財源の確保、補助金等の見直し�

公社、財団等外郭団体の自主・独立性、透明性の確保および効率
化、活性化のための指導、観光事業・まつりなどの推進を図るた
めの観光協会の設立�

企業会計手法の研究・導入�

定員管理計画の策定�

計13項目�

計13項目�

広域行政の推進�

計27項目�

基本方針� 重点改革改善事項� 主な改革改善項目取組み計画�

将
来
を
展
望
し
た
地
方
分
権
型
の�

行
財
政
運
営
の
推
進�

市
民
と
協
力
し
て�

進
め
る
市
政
の
確
立�

簡
素
で
効
率
的
な�

行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築�

事務事業の合理的・効率的な見直し�

民間活力の導入�

行政サービスの充実�

行政評価システムの導入�

職員の能力開発などの推進�

広域行政への対応�

責任領域と役割分担の見直し�

複雑多様化する市民ニーズに即応する�
施策の推進�

市民参加による市政の推進�

環境保全の推進�

財政運営の効率化・健全化�

財政基盤の強化�

企業会計手法の導入�

公社等外郭団体の効率的運営�
および改善�

定員管理、給与制度の適正化�

本
紙
五
月
十
五
日
号
で
募
集

し
た
行
政
改
革
審
議
会
の
公
募

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

多
数
の
応
募
者
の
中
か
ら
、

厳
正
か
つ
慎
重
に
小
論
文
の
書

類
審
査
を
実
施
し
た
結
果
、
山

川
和
久
さ
ん
（
ひ
ば
り
が
丘
在

住
）、
三
池
清
夫
さ
ん
（
明
王

在
住
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
多

く
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

行
政
改
革
審
議
会
の

公
募
委
員
を
決
定
！

第
三
次
行
政
改
革

大
綱
と
行
政
改
革

実
行
計
画
と
は

平
成
十
六
年
度
行
政

改
革
実
行
計
画

取
り
組
み
結
果

〜
三
億
六
十
八
万
八
千
円

の
経
費
削
減
を
達
成

平
成
十
七
年
度
行
政

改
革
実
行
計
画
の

取
り
組
み

〜
五
億
九
千
五
十
五
万
六
千
円

の
経
費
削
減
が
目
標

来
年
度
か
ら

第
四
次
座
間
市

行
政
改
革
大
綱
の

下
で
新
た
な

行
政
改
革
を
開
始
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街
中
で
他
人
同
士
の
間
で
起

こ
っ
た
暴
力
は
、
警
察
に
通
報

さ
れ
、
犯
罪
と
し
て
処
理
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
内
で
起

こ
る
暴
力
は
「
こ
ん
な
事
実
が

あ
る
こ
と
は
、
だ
れ
に
も
信
じ

て
も
ら
え
な
い
」
と
、
声
を
上

げ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
り
、

「
彼
の
こ
と
を
分
か
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
の
は
私
だ
け
」
と
、
自

分
の
被
害
よ
り
、
相
手
の
行
動

や
考
え
方
を
優
先
し
た
り
す
る

意
識
が
先
行
し
が
ち
で
す
。

ま
た
、
女
性
が
身
内
に
相
談

し
て
も
「
我
慢
が
足
り
な
い
」

「
世
間
体
が
悪
い
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
り
、
外
部
に
相
談
し
て

も
単
な
る
夫
婦
げ
ん
か
と
み
な

さ
れ
た
り
し
て
、
放
置
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
被
害
は
潜
在
化
・
長
期
化

し
、
殺
人
に
ま
で
発
展
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

暴
力
と
は
、
殴
る
、
蹴け

る
、

包
丁
を
振
り
回
し
切
り
付
け
る

な
ど
の
身
体
を
傷
付
け
る
行
為

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
た

た
き
出
す
ぞ
！
」「
だ
れ
の
お

か
げ
で
生
活
で
き
る
ん
だ
！
」

「
役
立
た
ず
！
」
な
ど
と
大
声

で
ど
な
っ
た
り
、「
殺
す
ぞ
！
」

な
ど
と
脅
か
し
た
り
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
無
視
を
し
た
り
交
流

関
係
を
厳
し
く
監
視
し
た
り
す

る
な
ど
の
心
理
的
暴
力
や
社
会

的
隔
離
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
借

金
を
重
ね
る
な
ど
の
経
済
的
暴

力
や
、
望
ま
な
い
性
行
為
の
強

要
や
避
妊
に
協
力
し
な
い
と
い

っ
た
性
的
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参

照
）。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

愛
し
合
っ
て
暮
ら
し
始
め
た
夫
や
交
際
中
の
男
性
か
ら
、
殴
ら
れ
た
り
蹴け

ら
れ
た
り
、
毎
日
の
よ
う
に
暴
言
を
吐
か
れ
た
り
し
た
と

し
た
ら
…
。
夫
や
恋
人
、
婚
約
者
、
同
せ
い
相
手
、
元
夫
、
以
前
付
き
合
っ
て
い
た
恋
人
な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
性
か
ら
、
女

性
に
対
し
て
振
る
わ
れ
る
暴
力
や
暴
言
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
い
い
ま
す
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
は
「
家
庭
内
の
問
題
」「
個
人
的
な
問
題
」
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
い
間
柄
で
あ
っ

て
も
暴
力
は
犯
罪
で
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
方
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当

市
民
人
権
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
４
８
３
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

イ
オ
レ
ン
ス
は
、
こ
れ
ら
の
暴

力
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
繰
り

家
庭
な
ど
の
閉
鎖
さ
れ
た
空

間
の
中
で
、
い
つ
暴
力
を
振
る

わ
れ
る
か
分
か
ら
ず
、
ま
た
逆

ら
っ
た
り
逃
げ
た
り
す
る
と
、

さ
ら
に
し
つ
よ
う
で
激
し
く
な

る
暴
力
へ
の
不
安
や
緊
張
、
恐

怖
か
ら
、
女
性
は
次
第
に
言
動

を
制
限
し
、
委
縮
し
な
が
ら
社

会
か
ら
孤
立
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
逃
げ
る
機
会
や
気
力
を

次
第
に
失
っ
て
い
く
の
で
す
。

暴
力
的
な
環
境
の
中
で
生
き

て
い
る
と
、人
は
自
信
を
失
い
、

「
暴
力
を
振
る
う
の
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
の
依
存

症
、
あ
る
い
は
何
か
特
別
な
男

性
で
あ
る
」
と
い
っ
た
思
い
込

み
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
の
依
存

症
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
関
係
な

く
暴
力
を
振
る
う
人
も
多
く
、

決
定
的
な
要
因
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
暴
力
を
振
る
う
男
性

に
、年
齢
や
教
育
程
度
の
高
低
、

職
業
の
有
無
や
種
類
、年
収
は
、

関
係
な
い
の
で
す
。
家
庭
の
外

で
は
人
当
た
り
が
良
く
、
定
職

を
持
ち
、社
会
的
信
用
が
あ
り
、

周
囲
か
ら
は
、
家
で
妻
に
対
し

暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
と
は
想

像
で
き
な
い
よ
う
な
人
も
多
く

い
ま
す
。

「
男
性
が
殴
る
の
は
、
女
性

に
そ
れ
な
り
の
原
因
が
あ
る
か

ら
だ
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、「
女
性
が
男

性
の
意
向
に
沿
わ
な
い
と
き
に

は
、暴
力
を
振
る
っ
て
も
い
い
」

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

ま
す
。
加
害
者
は
、
自
分
の
非

を
隠
す
た
め
に
暴
力
を
使
う
こ

と
が
あ
り
、
ま
た
、
暴
力
な
ど

大
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
過
小

に
考
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
暴
力
を

振
る
う
相
手
や
方
法
を
選
ん
で

暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
の
で
す
。

暴
力
は
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
暴
力
は
あ
く
ま

で
も
加
害
者
に
責
任
が
あ
る
の

で
す
。

現
在
、
夫
や
恋
人
か
ら
暴
力

を
受
け
て
悩
ん
で
い
る
あ
な

た
、「
家
庭
内
の
問
題
」
だ
か

ら
と
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
身
体
的
暴
力

で
あ
れ
、
精
神
的
暴
力
あ
る
い

は
性
的
暴
力
で
あ
れ
、
暴
力
は

振
る
う
方
が
悪
い
の
で
す
。
長

い
期
間
、
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
た

生
活
を
し
て
い
る
と
、
だ
れ
も

信
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
無
力
感

や
あ
き
ら
め
、孤
立
感
を
深
め
、

怒
り
を
感
じ
る
力
さ
え
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
は
、
運
の
悪
い
女
性
の

身
に
偶
然
起
き
た
不
幸
な
出
来

事
で
は
な
く
、
男
性
優
位
の
社

会
が
生
み
出
し
た
女
性
差
別
で

あ
り
、
命
に
か
か
わ
る
危
険
な

「
犯
罪
」
で
す
。
暴
力
を
受
け

る
あ
な
た
に
非
は
な
い
の
で

す
。家

庭
内
の
暴
力
を
外
部
に
相

談
す
る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ

と
で
す
が
、
自
分
や
子
ど
も
た

ち
の
安
全
や
将
来
の
た
め
に
援

助
を
求
め
る
こ
と
は
、
あ
な
た

に
と
っ
て
大
切
な
権
利
で
す
。

市
で
は
、
あ
な
た
の
悩
み
を
受

け
入
れ
る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。「
悪
い
の

は
私
…
」
と
、
一
人
で
背
負
い

込
ま
ず
に
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○対　象　配偶者や親しい男性な

どからの暴力に悩んでいる方

○と　き　毎週月曜・水曜・金曜

日午前９時～正午、午後１時～

５時

○ところ　市役所３階相談室

※秘密は守られますので安心して

ご相談ください。

担当 市民人権課　�046（252）8483 �046（255）3550

暴力の代表的な形態�

殴る、蹴る、首を絞める、髪を持って引きずり回す、包丁で切り
付ける、階段から突き落とす、タバコの火を押し付ける、熱湯を
かけるなど�

暴言を吐く、脅かす、無視する、浮気・不貞を疑う、家から締め
出す、大事にしている物を壊す、子どもに危害を加えると脅すな
ど�

生活費を渡さない、女性が働き収入を得ることを妨げる、借金を
重ねるなど�

性行為を強要する、ポルノを無理やり見せる、避妊に協力しない
など�

外出や親族・友人との付き合いを制限する、手紙を開封したり、
電話をかけさせないなど交友関係を厳しく監視したりするなど�

「おまえは家事だけやっていればいいんだ」「この家の主は俺だ」
などと男性の特権を振りかざす、暴力を振るう原因が女性にある
と責任を転嫁するなど�

身体的暴力�

心理（精神）的�
暴力�

経済的暴力�

性的暴力�

社会的隔離�

その他�

け�

ドメスティック・バイオレンス�
（DV）相談のご利用を�

ドメスティック・バイオレンス�
（DV）相談のご利用を�

返
し
起
き
て
い
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。

無
力
感
か
ら
感
受
性
を
ま
ひ
さ

せ
る
こ
と
で
現
状
に
適
応
し
よ

う
と
し
、
暴
力
を
振
る
う
男
性

が
望
む
こ
と
を
最
優
先
し
て
行

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
女
性
の
生
活
は
ま
す

ま
す
暴
力
に
支
配
さ
れ
、
暴
力

か
ら
な
か
な
か
逃
げ
出
せ
な
く

な
る
の
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
や
就

学
の
問
題
な
ど
を
考
え
て
、
逃

げ
る
こ
と
に
踏
み
切
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

暴
力
暴
力�
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

暴
力
暴
力�
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
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暴
力�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
な
く
す
く
す
た
め
に�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
な
く
す
た
め
に�

〜
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
〜�

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は
？

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は
？�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は
？�

〜
今
ま
で
問
題
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た�

　
家
庭
内
の
暴
力
〜�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の�

実
態
は
？�

逃
げ
出
せ
な
い
の
は
　
な
ぜ
？�

間
違
い
で
す
！�

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
思
い
込
み�

悩
ん
で
い
る
あ
な
た
へ�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は
？�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の�

実
態
は
？

実
態
は
？�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の�

実
態
は
？�

〜
ど
ん
な
暴
力
が
ど
う
起
き
て
い
る
の
か
〜�

逃
げ
出
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○と　き　９月９日（金）午後１時
50分～４時

○ところ　市公民館３階集会室
○内　容　「新しい税制について」
「相模川はどのようにしてできた
の？」

○定　員　70人
○申込方法　当日直接会場へ
担当 市明るい選挙推進協議会事務

局（選挙管理委員会事務局
内）

�046（252）8481 �046（252）8532

家庭・地域・学校における人権尊
重意識の高揚を図るため、人権・同
和教育研修会を開催します。
○と　き　８月23日（火）午後１時
30分～４時40分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大ホール
○内　容　講演「こどもの人権を考
える」ほか

○申込方法　当日直接会場へ
担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　８月26日（金）午前10時
～11時（午前９時30分受け付け開
始）

○ところ　生きがいセンター（小松
原１－45―21）

○販売金額　4000円～6000円
※販売予定は30台で、購入は抽選順
となります。希望者は必ず午前10時
までに受け付けを済ませてくださ
い。
担当 �市シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

１月１日～７月31日
（物件事故を含まず）

○と　き　９月27日（火）～28日
（水）、10月１日（土）～２日（日）
（１泊二日）
○ところ　ホテル観山（湯河原温泉）
○対　象　市内在住の障害者
○負担金　3000円（介護者も同額）
○申込方法　９月９日（金）までに

直接・電話・ファクスで担当へ
担当 市障害者団体連合会事務局

（市社会福祉協議会内）
�046（266）2001 �046（266）2009

市内在住の腎機能障害者を対象
に、相模健康センターの入浴券を配
布します。
○負担金　2000円
○申込方法　９月９日（金）までに
直接・電話・ファクスで担当へ

担当 市障害者団体連合会事務局
（市社会福祉協議会内）

�046（266）2001 �046（266）2009

○と　き　９月３日（土）①正午～
午後４時②午後１時～３時30分、
９月４日（日）①午前10時～午後
４時②午後１時～３時30分③午前
10時30分～正午

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）ギャラリー
○内　容　①パネル展示、クイズ
（参加者には粗品進呈）など②消
費生活相談③消費生活講座

○入　場　自由
担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

障害者の運動不足の解消や交流を
深める機会です。
○と　き　８月31日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　９月15日、22日、29日、
10月６日いずれも木曜日午後１時
30分～３時30分（全４回）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大会議室
○内　容　仏教の歴史などを学び地
元文化財を新たな視点で見つめる

○対　象　市内在住者
○定　員　40人（先着順）
○申込方法　電話・ファクスで担当へ
担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　①９月21日②10月19日③
11月２日いずれも水曜日午前10時
～11時30分

○ところ　サニープレイス座間
○内　容　①いっぱい遊びましょう
よ②こころとからだを響かせて③
ブラボー！悩めるママ

○対　象　妊娠中の夫婦、０歳～未
就園児の保護者

○定　員　各30人（先着順）
○保　育　あり（先着30人。おやつ
代一人１回につき100円。９月２
日（金）までに申し込みを）

○申込方法　電話・ファクスで担当へ
担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　９月４日（日）午前９時～
○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）３階大体育室

○種　目　男女シングルス（１部～
４部）※４部は卓球を始めて１年
未満の初心者が対象

○参加費　100円、中学・高校生50
円（傷害保険代）

○申込方法　８月26日（金）までに
電話・ファクスで座間卓球センタ
ー��046（254）9661へ

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

◆サマーアイランド2005
○と　き　８月28日（日）午前10時
～午後３時

○内　容　お化け迷路、茶道体験、
ゲームラリー、スイカ割り大会、
バルーンアート、模擬店など

○入　場　自由
◆ほんとうにはじめてのパソコン講
座～パソコンって何ができるの？

○と　き　９月15日、22日、29日、
10月６日、13日いずれも木曜日午
前10時～午後０時15分（全５回）

○内　容　文字入力を学びインター
ネットやメールなどを体験する

○対　象　パソコン初心者
○定　員　16人（多数抽選）
○保　育　あり（おやつ代350円）
○参加費　1000円（テキスト代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　８月28日（日）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆季節の料理教室
～三色団子を作ろう
○と　き　９月17日（土）午前10時
～正午

○内　容　お月見の団子を作る
○対　象　小学生
○定　員　20人（先着順）
○参加費　200円（材料代）
○持ち物　前掛け、三角きん、筆記
用具

○申込方法　９月４日（日）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆ひまわりらんど
○と　き　８月21日（日）午前10時
～午後３時

○内　容　じゃんけん大会、各種体
験コーナー、ダンス発表、サンバ
を踊ろう、模擬店など

○入　場　自由

◆文学講座～「風の又三郎」を読む
○と　き　９月10日、17日、24日い
ずれも土曜日午後１時30分～３時
（全３回）
○内　容　宮沢賢治の作品「風の又
三郎」を読み、理解を深める

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　40人（先着順）
○申込方法　８月16日（火）から直
接・電話で同館へ

◆老人保険医療事務非常勤職員
○募集人数　１人
○応募資格　60歳以下で医療事務が
できる方

○業務内容　老人保険のレセプト点
検事務

○勤務期間　９月14日～平成18年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
～午後３時

○賃　金　経験年数による
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入の上、８月
31日（水）までに本人が担当に持参

担当 保健医療課
�046（252）7213 �046（252）7043

◆国民健康保険医療事務非常勤職員
○募集人数　１人
○応募資格　60歳以下で医療事務が
できる方

○業務内容　国民健康保険のレセプ
ト点検事務

○勤務期間　９月14日～平成18年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
～午後３時

○賃　金　経験年数による
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入の上、８月
31日（水）までに本人が担当に持参

担当 国保年金課
�046（252）7672 �046（252）7043

◆介護保険認定調査非常勤職員
○募集人数　１人
○応募資格　看護師、介護福祉士、
介護支援専門員または社会福祉主
事の資格および普通自動車運転免
許所持者

○業務内容　介護保険の要介護認定
に関する訪問調査および事務など

○勤務期間　９月１日～平成18年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日のうち３
日以上午前９時30分～午後４時

○賃　金　日額6150円～7268円
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入の上、８月22
日（月）までに本人が担当に持参

担当 長寿介護課
�046（252）7538 �046（252）8238

案     内�案     内�
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郷土の公開教養講座

人権・同和教育研修会

リサイクル自転車販売

障害者一泊旅行

腎機能障害者入浴券配布

市内の交通事故件数

消防・救急車出動件数

消費生活展「見直そう！くらしと
環境～今私たちができること」

障害者スポーツ教室

文化講座～仏教・仏像のルーツ

こころの育児サロン
～一人で悩まないで

市総合体育大会～卓球

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704



保�予�保健医療課�

▽とき＝８月24日（水）、26日（金）、９月１日（木）
午後１時15分～２時15分受け付け（時間厳守）▽とこ
ろ＝市民健康センター▽対象＝平成17年５月生まれ※
対象者には個人通知をします。

▽とき＝①８月30日（火）②９月５日（月）▽とこ
ろ＝①東地区文化センター②市民健康センター▽申込
方法＝①８月22日（月）②26日（金）までに電話予約

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

▽とき＝８月25日（木）午前９
時30分～11時、午後１時～２時
30分受け付け▽ところ＝市民健
康センター▽対象＝職場などで
受診する機会がない方（特に65
歳以上の方は年１回受診を）▽
申込方法＝直接会場へ

▽とき＝９月６日（火）午前10時～10時45分、午前10
時45分～11時30分▽ところ＝
市役所１階保健医療課▽内
容＝食事療法や健康全般につ
いての栄養士・保健師による
相談▽持ち物＝健康手帳（お
持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

▽とき＝９月12日（月）午前９時30分～９時45分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着30人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ▽申込方法＝電話予約

▽とき＝９月２日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月19日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手
帳▽申込方法＝直接会場へ
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応
募
資
格
＝
法
人
、
そ
の
他

の
団
体
▽
業
務
内
容
＝
高
座
施

設
組
合
屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
本

郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理

▽
業
務
開
始
日
＝
平
成
十
八
年

四
月
一
日
▽
応
募
方
法
＝
十
月

二
十
六
日
（
水
）
ま
で
に
、
同

組
合
企
画
財
政
課
（
海
老
名
市

本
郷
一
番
地
）
へ
。
な
お
、
応

募
に
当
た
っ
て
は
、
八
月
十
五

み
ん
な
の�

広
場�

日
（
月
）
〜
九
月
十
四
日
（
水
）

に
配
布
す
る
募
集
要
項
を
入
手

し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
会
は
九

月
二
十
一
日
（
水
）
に
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
組
合
企

画
財
政
課
�
０
４
６（
２
３
８
）

２
０
９
４
へ

○
大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

▽
と
き
＝
九
月
三
日
（
土
）
正

午
〜
午
後
五
時
▽
と
こ
ろ
＝
新

宿
エ
ル
タ
ワ
ー
三
十
階
（
東
京

都
新
宿
区
西
新
宿
一
ノ
六
ノ

一
）
▽
内
容
＝
私
立
大
学
（
二

十
三
校
）
・
大
学
院
（
九

校
）
・
短
期
大
学
（
七
校
）
で

実
施
し
て
い
る
通
信
教
育
の
学

習
方
法
や
受
講
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
、
各
大
学
の
教
職
員
が

相
談
を
受
け
付
け
る
▽
対
象
＝

一
般
お
よ
び
高
校
生
▽
参
加
方

法
＝
当
日
直
接
会
場
へ
▽
問
い

合
わ
せ
先
＝
�
私
立
大
学
通
信

教
育
協
会
�
０
３（
３
８
１
８
）

３
８
７
０
�
０
３（
５
８
０
３
）

９
９
３
９

○
パ
ソ
コ
ン
講
座

▽
と
き
＝
相
模
原
商
工
会
議
所

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▽
と

こ
ろ
＝
相
模
原
市
立
産
業
会
館

（
相
模
原
市
中
央
三
ノ
一
二
ノ

一
）
▽
内
容
＝
「
こ
れ
か
ら
は

じ
め
る
パ
ソ
コ
ン
」「
ワ
ー
ド

入
門
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
」

な
ど
▽
定
員
＝
各
講
座
二
十
五

人
▽
参
加
費
＝
八
千
円
〜
一
万

八
千
円
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同

商
工
会
議
所
情
報
化
推
進
係
�

０
４
２
（
７
５
３
）
８
１
３
３

○
障
害
者
地
域
作
業
所

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
バ
ザ
ー

▽
と
き
＝
八
月
二
十
五
日（
木
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
二
時
▽
と

こ
ろ
＝
障
害
者
地
域
作
業
所

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」（
栗
原
一
一
五

一
ノ
一
）
▽
内
容
＝
自
主
製
品

販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

模
擬
店
な
ど
▽
入
場
＝
無
料
▽

駐
車
場
＝
あ
り
（
二
十
台
）
▽

検診� 対　象� 受付時間� 受診料�

胃�

大腸�

1000円�

500円�

　　40歳以上�
（平成17年�
４月１日現在）�

男性：午前９時～９時15分�
女性：午前９時15分～11時�
※午前９時～11時�

※は、②９月５日（月）市民健康センターの場合のみ�

問
い
合
わ
せ
先
＝
同
作
業
所
�

０
４
６
（
２
５
５
）
５
５
８
３

○
ア
ガ
ペ
祭

▽
と
き
＝
八
月
二
十
七
日（
土
）

午
後
二
時
〜
五
時
三
十
分
▽
と

こ
ろ
＝
身
体
障
害
者
福
祉
施
設

ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
（
小
松
原
二

ノ
一
〇
ノ
一
四
）
▽
内
容
＝
模

擬
店
、
バ
ザ
ー
、
お
笑
い
芸
人

ス
テ
ー
ジ
な
ど
▽
入
場
＝
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同
セ
ン
タ

ー
�
０
４
６（
２
５
４
）７
１
１
１

○
女
性
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

▽
と
き
＝
九
月
八
日
〜
二
十
九

日
毎
週
木
曜
日
午
後
三
時
三
十

分
〜
五
時
（
全
四
回
）
▽
対

象
＝
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
で
二

十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
な
い

高
校
生
以
上
の
女
性
※
四
回
と

も
参
加
で
き
る
方
▽
定
員
＝
三

十
人
（
多
数
抽
選
）
▽
持
ち

物
＝
水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル

（
水
泳
用
ゴ
ー
グ
ル
着
用
可
）

▽
参
加
費
＝
一
回
に
つ
き
四
百

円
（
施
設
入
場
料
）
▽
申
込
方

法
＝
八
月
三
十
一
日
（
水
）

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
「
女
性
ス
イ

ミ
ン
グ
教
室
参
加
希
望
」
と
明

記
の
上
、
高
座
施
設
組
合
屋
内

温
水
プ
ー
ル
〒
２
４
３
―
０
４

１
７
、
海
老
名
市
本
郷
二
〇
ノ

一
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同
組

合
�
０
４
６
（
２
３
８
）
８
７
８
０

○
虐
待
相
談
か
な
が
わ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
子
ど
も
虐
待

ネ
グ
レ
ク
ト
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
よ
る
児
童
虐
待
の
電
話

相
談
。
育
児
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
保
護
者
の
ほ
か
、
子
ど
も

に
関
わ
る
専
門
家
の
方
か
ら
の

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
▽
と

き
＝
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
）
午
前
十
時

〜
午
後
一
時
▽
相
談
電
話
＝
�

０
４
６
３（
９
０
）２
２
６
０

予ＢＣＧ接種

保胃・大腸がん検診

予結核検診

保個別健康相談

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保発達相談

保育児相談

〇と　き　９月１日（木）
午後１時15分～３時

〇ところ　スカイアリーナ
座間（市民体育館）３階
大体育室

〇内　容　運動についての
話、体操・体に良い歩き
方指導ほか

〇講　師　健康運動指導士
天川淑宏さん

〇参加費　無料
〇持ち物　室内用運動靴、タオル、筆記用具
〇参加方法　動きやすい服装で直接会場へ
〇主　催　健康ざま普及員連絡協議会
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043
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戸
と

嶋
しま

優
ゆ

月
づき

ちゃん
H16. 8 .31生まれ　女
相模が丘 4 丁目

宮代
みやだい

陸玖
り く

ちゃん
H16.12.25生まれ　男
入谷 3 丁目

上原
うえはら

理帆
り ほ

ちゃん
H16.10.15生まれ　女
栗原中央 3 丁目

小野間
お の ま

智
とも

哉
や

ちゃん
H16.11.27生まれ　男
緑ケ丘 1 丁目

杉山
すぎやま

陽
はる

紀
き

ちゃん
H16. 9 . 7 生まれ　男
入谷 4 丁目

入内島
いりうちじま

萌奈
も な

ちゃん
H16.10. 1 生まれ　女
緑ケ丘 6 丁目

滝澤
たきざわ

蓮
れん

ちゃん
H16. 5 .25生まれ　男
ひばりが丘 1 丁目

脇嶋
わきしま

奎
けい

吾
ご

ちゃん
H17. 2 .23生まれ　男
入谷 5 丁目

市ひまわり推進協議会では、８
月下旬まで見ごろが続くヒマワリ
の、写真コンクール作品を募集し
ます。
○応募規定　今年のひまわり広場
で撮影した未発表の作品。四つ
切（ワイド可）のカラー単品写
真でプリント仕上げ。作品には
応募票を張り付け必要事項を記
入。一人２点以内

○賞　最優秀賞１点・優秀賞11
点・入選10点に各賞状と副賞を
贈呈

○応募方法　８月29日（月）～９月12日（月）に〒228-8566市役所環境経済部農政
課写真コンクール窓口あて郵送（当日消印有効）または持参（土曜・日曜日を
除く午前８時30分～午後５時）
詳しくは、担当にお問い合わせください。なお、同協議会のホームページ

http://www５c.biglobe.ne.jp/̃za-hima/でも詳細をお知らせしています。
担当 農政課 �046（252）7601 �046（255）3550

第４回写真コンクール最優秀賞
「ひまわり畑の人気者」尾崎敦子さん

任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委

員
が
改
選
さ
れ
（
左
表
参
照
）、

会
長
に
は
澤
田
孝
敏
さ
ん
、
職

務
代
理
者
に
は
市
川
芳
明
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
地
域
農
民
の

代
表
と
し
て
、
農
地
転
用
の
許

可
な
ど
を
審
議
す
る
ほ
か
、
か

け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、

農
民
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
の
相
談
者
で
す
。

担
当

農
業
委
員
会
事
務
局

�
０
４
６（
２
５
２
）７
３
９
７

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

会長
澤田孝敏さん

農業委員名簿（敬称略）�
 氏　　名　　　　　  地区など�
安斉　昭雄　　　　　市議会�
市川　芳明　　　　　中　村�
大塚　信幸　　　　　皆原第１�
大矢　喜好　　　　　大　下�
香川　清　　　　　　新田第２�
片野　満佐治　　　　相武台�
加藤　武　　　　　　小　池�
川島　文雄　　　　　四ツ谷北�
小松　純雄　　　　　中谷戸�
澤田　孝敏　　　　　中河原�
鈴木　清治　　　　　左　岸�
鈴木　茂　　　　　　農　協�
中澤　邦雄　　　　　市議会�
中村　博　　　　　　栗　原�
三ツ橋　昌三　　　　河原宿�
吉川　武　　　　　　中　宿�
吉川　正昭　　　　　入谷第１�
若林　英司　　　　　上　宿�

市
で
は
、
今
年
も
相
模
川
河

川
敷
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

す
。わ

た
し
た
ち
が
日
ご
ろ
か
ら

親
し
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
の
川

「
相
模
川
」
の
自
然
を
守
る
た

め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と
　
き
　
九
月
四
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
（
雨
天
の
場
合

は
十
一
日
（
日
）
に
延
期
）

○
集
合
場
所
　
相
模
川
グ
ラ
ウ

ン
ド

○
申
込
方
法
　
八
月
二
十
二
日

（
月
）
ま
で
に
電
話
で
担
当

へ
※
軍
手
、
ご
み
袋
は
担
当
が
用

意
し
ま
す
。

担
当

清
掃
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
７
２
４

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
４
１

市青少年問題協議会では、善い行いをした青少年に対して、ほう

賞を実施しています。

○対　象　25歳未満の市内在住・在勤・在学者で、次のいずれかの

行いをした方（青少年関係団体などを含む）

①隣人・友人などに対する援助や善行

②福祉施設や社会的弱者への訪問、激励、介護などの奉仕または

金品の寄付

③子ども会の指導、年少者の教育・指導、非行少年の補導

④防犯・防火、人命救助、救急看護

⑤家庭または親族間での善行・倹約

⑥清掃美化などの環境衛生活動

⑦交通整理、水難防止などの事故防止活動

⑧その他の善行

○推薦方法　担当に備え付けの「候補者推薦書」に必要事項を記入

の上、10月８日（土）までに担当へ

※推薦内容を慎重に審査の上、11月26日（土）に開催する「青少年

健全育成大会」で表彰します。

担当 青少年課 �046（253）8415 �046（259）2163

市では、長年社会に貢献してきたお

年寄りを敬い長寿を祝うため、毎年９

月に敬老祝い金を贈呈しています。

今年度の対象者は下表のとおりで、

９月15日ごろまでに各地域の民生委員

から贈呈される予定です。

（９月15日現在、引き続き３カ月以上市内に居住している方）

担当 長寿介護課 �046（252）7127 �046（252）8238

100歳以上（明治38年９月16日以前生まれ） ５万円�

99歳（明治38年９月17日～明治39年９月16日生まれ） ３万円�

88歳（大正５年９月17日～大正６年９月16日生まれ） １万円�

77歳（昭和２年９月17日～昭和３年９月16日生まれ） ５千円�

金　額�対　象　年　齢�

青少年善行ほう賞�
候補者の推薦を�

新
農
業
委
員
決
ま
る

新
農
業
委
員
決
ま
る�

新
農
業
委
員
決
ま
る�

◆ 市 敬 老 祝 い 金 ◆

相
模
川
ク
リ
ー
ン

相
模
川
ク
リ
ー
ン 

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
を

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
を 

相
模
川
ク
リ
ー
ン 

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
を 

こ
ん
に
ち
は�

　
　
　
　
赤
ち

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん�

こ
ん
に
ち
は�

　
　
　
　
赤
ち

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん�

こ
ん
に
ち
は�

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん�
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